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課題解決技術支援ツール（試行版）の
アクセス状況等について
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１ 令和７年度のアクセス状況

課題解決技術支援ツール（試行版）について、アクセス状況等の記録を
実施（報告期間：令和７年４月～令和８年１月末）

令和７年５月１９日、２０日にアクセス数が激増（本資料p.4,5）
→ ５月１９日発行の上下水道ホットインフォメーションで本ツールを
紹介したことが原因として考えられる。

令和６年度同様、東京都、大阪府からのアクセスが多いが、本会議と関
連の薄い市町村も含め全国からアクセスされている（本資料p.6,7）
→ 全国的にある程度の認知はされている

昨年度、あまり選択されていなかった、「時間や水深、流速の制約で点
検調査が進んでいない」が上位に入っている。（本資料p.8,9）
→ 八潮を踏まえた特別重点調査が影響していると考えられる。
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２ 今後の方向性

AI活用との連携について
→ AIが良質な回答を提供するためには、聞き手の工夫のほか、適
切な情報が公表されていることが必要である。今後、「AIが情報を取得
する場」を念頭に本ツールの改良整備を行う。

利用促進広報について
→ 既存の媒体を用いて広報を実施すると共に、２年連続アクセスが
なかった４県（福島、徳島、愛媛、熊本）自治体と意見交換を行い、
当該自治体の認知度向上及びニーズ把握を踏まえた広報も行う。

技術情報の更新について
→ 自治体等のニーズに応じた検索をされているため、本ツールでは、
関心度に応じた幅広い技術情報を提供できるように更新を行う。
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令和７年4月～令和８年１月のアクセス状況
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【参考】令和７年５月のアクセス状況
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【参考】R6年度（4月～３月）のアクセス状況
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